
第１回 佐久穂町学校跡地施設等利用検討委員会 会議概要 
 
日 時：平成２３年１１月７日（月）午後７時～８時１０分 
場 所：佐久庁舎 北第３会議室 
出席者：委員１７名（欠席：力武文雄委員、井出正臣委員） 
    佐々木町長、事務局４名（相馬総務課長、佐々木係長、黛、西澤） 
 
 
１．開会 
２．委嘱書交付 
３．町長挨拶 
４．自己紹介 
５．議事 
 （１）学校跡地施設等利用検討委員会設置要項等について 
  黛⇒学校跡地施設等利用検討委員会設置要項、学校跡地施設等利用検討委員会運営規

定等を説明。 
 
 （２）委員長、副委員長の互選について 
  井出和廣委員⇒事務局案はないのか。 
  相馬総務課長⇒立候補がない場合に事前にお願いした人がいる。その人の名前を読み

上げるので、その人でよいか。 
委員全員⇒異議なし。 
相馬総務課長⇒委員長に友野博文さん、副委員長に原幸子さんでお願いしたい。 

 
 （３）跡地を取り巻く現状について 
  佐々木係長⇒資料に基づき説明。 
  岡部勝一委員⇒資料４とカラーパンフレットの数字が若干違うが、理由は。 
  佐々木係長⇒資料４が平成２３年度の最新版となっており、数字が若干違う。 
  池田清委員⇒都道府県別の学校の全体数（分母）を知りたい。 
  佐々木係長⇒後日提示したい。 
  岡部勝一委員⇒利用例をもっと情報提供してもらえると助かる。 
  佐々木係長⇒用意したい。 
  岡部勝一委員⇒都会の利用例を持ってきても当てはめられないので、当町と同規模の

自治体の利用例があると、より助かる。 
  出浦晃彦委員⇒町民からの意見集約等はどうするのか。 



  佐々木係長⇒今後の日程の部分で詳しく説明する。 
 
 （４）今後の日程について 
  黛⇒今後の日程について説明。 
    先ほどの出浦委員からの意見集約については、この会でどういった形にするかを

決めていければと考えている。 
  出浦晃彦委員⇒この会の委員全員が利用例をしっかり把握するのが重要であると思う。 
  岡部勝一委員⇒地域住民に資料を渡して、意見集約やアンケート、地域説明会をする

必要があるのではないか。その辺が検討課題だと思う。 
  池田清委員⇒廃校率が分かれば、廃校しないで済む理由が分かるかもしれない。 
  石井吉正委員⇒大前提となる目的を絞り込む必要があるのではないか。この会は廃校

ありきなので、廃校の跡地をどうするか。建物をどうするか。出来るのか出来な

いのかを議論していかないといけない。そのための情報がもっと欲しい。敷地面

積であったり、インターチェンジが出来るだとか国道２９９号線が延びるだとか、

その計画の進捗状況等も欲しい。人口推移だとか。そういった資料がないと、こ

の町に合った独自の方策は生まれないと思う。廃校は決定されているわけだから、

決定の先の部分だけを論じなければ、議論はまとまらないと思う。 
  委員長⇒今日は初めてなので、委員が必要と考える資料が揃っていないのは仕方ない

と思う。事務局に次回以降揃えていただきたい。 
  佐々木係長⇒次回の現地視察の際に、図面等をお渡ししたいと考えていた。その他必

要資料の提供もしたい。 
  委員長⇒石井委員の話にもあったが、具体的な目的を検討していく必要があると思う。 
 
 （５）その他 
  佐々木係長⇒日程調整を願いたい。 

委員全員⇒１２月１日（木）に決定。 
  出浦晃彦委員⇒八千穂小学校は行かないのか。 
  相馬総務課長⇒今回は行かない。 
 
６．閉会 


